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広島港湾地域におけるネズミの広東

住血線虫感染状況と血清学的調査

田中敬恭＊岩永襄↑辻守康↑

（昭和57年５月10日受領）

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Ａ"giosZro"gyZzzsca7zZo"e"szs，rodents，immunoelectrophoresis
●

緒論

広東住血線虫は太平洋諸島，東南アジアからマダガス

カルにかけての広汎な熱帯，亜熱帯地域に分布し，人体

へ感染すると好酸球`性脳脊髄膜炎を引き起すことが知ら

れており，本邦においても疑わしき症例が幾つか報告

され（SimpsonetaJ.,1970；中原ら，１９７３；栗山ら，

1978；ＫｏｊｉｍａｅＺａＪ.,1979),重要な寄生虫として注目さ

れて来た．

本邦において，本線虫のネズミにおける寄生状況の報

告は，沖繩諸島（NishimuraeZaZ.，1964）で検出され

て以来，小笠原諸島（堀ら，1973)，与論島（山下ら，

1979；佐藤ら，1980）でも検出され，本士においても内

外から多くの船舶が出入りする横浜，川崎港湾地区（堀

ら，1969)，東京港湾地区(堀・楠井，1972)，清水港(Sa‐

ｎｏｅＺａＪ.,1977）からも見出されており，その浸淫状況

は拡大しつつあるが，中国地方における調査報告は，未

だ見当らない．これまでの本邦における調査報告は，そ

のほとんどが，ネズミの肺から本成虫を検出するか，あ

るいは，中間宿主である貝類及びナメクジ類などから本

幼虫を検出したものであった．そこで今回，著者らは広

島港湾地域におけるネズミの本線虫の分布状況，中間宿

主の検索を行うと共にネズミの血清学的調査を行ったの

で，その成績について報告する．
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実施している捕鼠作業で捕獲したネズミ類で，調査した

地域はFig.１に示したＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄの４地区である．

捕獲したネズミは外部寄生虫検査を実施した後，心臓か

ら直接，採血し，その後開胸し心臓，肺を摘出して成虫

の有無を調べた．

採血した血液は血清分離を行った後，辻(1974,1975）

の方法によって血清学的検査を実施した．すなわち，広

東住血線虫を含めた数種蠕虫類の0.1％Ｎａｃｌ抽出抗原

を用いてOuchterlony法を実施し本線虫抗原との間

に沈降帯が認められたものについてのみ免疫電気泳動

(LEP.）を実施した．

なお，同時に調査地区付近で採集したコハクガイ及び

材料及び方法

検査したネズミは1980年２月から82年２月までの25ヶ

月間に広島検疫所が広島港湾地域において毎月定期的に

＊厚生省広島検疫所

（現：神戸検疫所水島支所坂出出張所）

↑広島大学医学部寄生虫学教室

（４１）
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ＴａｂｌｅｌＮｕｍｂｅｒｏｆＡ、ｃａ７ｚｒｏ"c"sisrecoveredfromrodentsintheharboursideofHiroshima

PositiveＮｏ．ｏｆＡ．ｃα"to72e"sjrsＮｏ．ｅｘａｍｉｎｄ

localitySpecies
MaleFemaleTotalMaleFemaleTotal

１
８
０
０

０
１
０
０

０
９
３
５

２
０
８
９

３
１

１
７
０
０

２
１
５
４

２
１

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

Ｒａ//z/s7zo7ucgic"Ｓ

9(15.3)＊Total 1７ 5９ ８ １4２

０
０
０

０
２
１

０
０
０

０
０
０

３
８
１

３
０
２

１

Ｂ
Ｃ
，ＲａｒｊＷｓ７－ａｒｒ"ｓ

O（0.0)＊Total 1２ ３ 1５ ０ ０

9(12.2)＊Ｔｏｔａｌ 5４２０ 7４ ８ １

４
４
５

１ ５
１
１

９
５
６

１ ０
０
０

０
０
０

０
０
０

Ａ
Ｂ
Ｃ｣Ｖﾉｲｓ'""SCW〃ｓ

Total 0（0.0)＊2３ ７ 3０ ０ ０

＊（％）：Positiveｒａｔｅ

Ｔａｂｌｅ２ＮｕｍｂｅｒｏｆＡ・ｃａ７ｚＺｏ"e"s/sfoundfrompulmonaryarteriesofinfectedR．〃ｏ７ｕｅｇｉα《ｓ

Ｎｏ．ｏｆＡ．ｃα"わ"c"szs
●

Ｎｏ． Locality Ｗeight（９）Ｓｅｘ

Ｍａｌｅ Ｆｅｍａｌｅ Total

Ｍａｌｅ

〃

〃

〃

〃

〃

FeInale

Male

〃

８
２
４
５
３
５
７
７
４

１
１

２
１
２

１
１

６
８
１
３
４
４
２
４
６

３
３
４
４
４
５
７
７
７

０
０
０
０
０
５
０
０
０

●
●
●
●
□
●
●
●
●

５
５
０
０
５
５
５
５
０

７
２
２
８
６
９
６
５
２

１
１

１
１
１
２

０
７
３
６
８
３
３
９
８

１
１

１

８
５
１
９
５
２
４
８
６

１

Ｂ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Ａ

１，２)，Ａ地区のドブネズミ１頭（雄)，Ｂ地区のドブ

ネズミ８頭（雄７頭，雌１頭）の計９頭から４－２５匹の

本成虫が検出された．これら取り出された成虫の計測を

行なったところ（Table３)，Ａ地区から検出した雄虫体

８匹では体長平均22.7ｍｍ（21.2-24.2ｍｍ）を示し，体

幅は体長の約1.41％にあたる平均0.32ｍｍ（0.30-0.33

ｍｍ)，食道長は平均0.32ｍｍ（0.30-0.33ｍｍ）で体長

の約Ｌ41％，交接刺長は平均1.24ｍｍ（1.22-1.29ｍｍ）

チャコウラナメクジについて圧平法及び１％塩酸一ペプ

シン消化法を用いて幼虫の検索も行った．

検査成績

今回，捕獲，検査したネズミ類はＴａｂｌｅｌに示す如

く，ドブネズミ59頭（雄42頭，雌17頭)，クマネズミ15頭

(雄12頭，雌３頭)，ハツカネズミ30頭（雄23頭，雌７

頭）の計104頭であり，これらを剖検した結果（Table

（４２）
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Ｔａｂｌｅ３ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｓｏｆｔｈｅｓｉｚｅｏｆＡ．ｃα"ro"e"sisfrompulmonaryarteriesinAandＢａｒｅａ

Ｍａｌｅｔｏｌ８ｗｏｒｍｓ（Ａａｒｅａ：８worms，Ｂａｒｅａ：１０worms）

Average（ｍ、） Range（ｍ、） ％ｔｏｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ

Ａａｒｅａ Ｂａｒｅａ Ａａｒｅａ Ｂａｒｅａ ＡａｒｅａＢａｒｅａ

Bodylength

Bodywidth

Oesophaguslength

Spiculuslength

(21.2-24.2）

(0.30-0.33）

(0.30-0.33）

(1.22-1.29）

(21.2-24.0）

(0.30-0.33）

(0.30-0.32）

(1.22-1.26）

2２．７０

０．３２

０．３２

１．２４

2２．６０

０．３２

０．３１

１．２４

１．４１

１．４１

５．４６

１．４２

１．３７

５．４９

Fｅｍａｌｅｔｏｌ６ｗｏｒｍｓ（Ａａｒｅａ６ｗｏｒｍｓ，ＢａｒｅａｌＯｗｏｒｍｓ）

％ｔｏｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈAverage（ｍ、） Range（ｍ、）

Ｂａｒｅａ ＡａｒｅａＢａｒｅａＡａｒｅａ Ｂａｒｅａ Ａａｒｅａ

(31.8-34.0）

(0.46-0.48）

(0.34-0.36）

(0.20-0.23）

(0.05-0.06）

(30.8-34.7）

(0.44-0.49）

(0.34-0.36）

(0.21-0.23）

(0.05-0.06）

Bodylength

Bodywidth

Oesophaguslength

Vulva（fromposteriorend）

Ａnus（fromposteriorend）

3２．８０

０．４７

０．３５

０．２２

０．０６

3３．２０

０．４８

０．３６

０．２２

０．０６

１．４５

１．０８

０．６６

０．１８

1．４３

１．０７

０．６７

０．１８

と同定した．またＡ地区19頭（雄14頭，雌５頭)，Ｂ地区

５頭（雄４頭，雌１頭）および，Ｃ地区６頭（雄５頭，

雌１頭）の計30頭のハツカネズミについて脳，肺の検索

を行ったが，いずれも，本線虫の成虫，幼虫ともに検出

されなかった．

次に併せて行った中間宿主の検索は感染ネズミが捕獲

されたＢ地区で採集した，チャコウラナメクジＬ〃α工

(Le伽α""iα）ｍａｒｇ伽趣sMuller286匹，コハクガイ

Ｚｂ城o枕Sar6oγe"S550個体について，１％塩酸一ペプ

シン消化法，及びガラス圧平法を用いて幼虫の検索を行

ったところ，Table4に示す如く，コハクガイから第Ⅲ

で体長の約5.46％であった．

また，雌虫体６匹では体長平均33.2ｍｍ（30.8-34.7

ｍｍ）を示し，体幅は平均0.48ｍｍ（0.44-0.49ｍｍ）で

体長の約1.45％，食道長は平均0.36ｍｍ(0.34-0.36ｍｍ）

で体長の約1.08％にあたり腸管と子宮がラセン状に巻い

た特異的な形態を示していた．陰門は尾端より平均0.22

ｍｍ（0.21-0.23ｍｍ）のところに位置し，体長の約0.66

％であり肛門は尾端より平均0.06ｍｍ（0.05-0.06ｍｍ）

のところにあり，体長の約0.18％の位置にあった．

次にＢ地区から検出された雄虫体は完全な形態の虫体

を選び10匹について計測を行ったところ，体長平均22.6

ｍｍ（21.2-24.0ｍｍ)，体幅平均0.32ｍｍ（0.30-0.33

ｍｍ）で体長の約1.37％食道長は平均0.31ｍｍ（0.30-

0.32ｍｍ）で体長の約1.37％，交接刺長は平均1.24ｍｍ

(1.22-1.26ｍｍ）で体長の約5.49％であった．雌虫体も

雄虫体と同様，完全な形態を示している虫体を10匹選び

計測したところ，体長平均32.8ｍｍ（31.8-34.0ｍｍ)，体

幅平均0.47ｍｍ（0.46-0.48ｍｍ）で体長の約1.43％，食

道長は平均0.35ｍｍ（0.34-0.36ｍｍ）で体長の約１．０７

％，陰門は尾端より平均0.22ｍｍ（0.20-0.23ｍｍ）のと

ころに位置し，体長の約0.67％，肛門は尾端より平均

0.06ｍｍ（0.05-0.06ｍｍ）のところにあり，体長の約

0.18％の位置にあった．以上の様な虫体の大きさ，及び

形態学的特徴はMackerrasandSanders(1955)の報告と

ほぼ一致している事からＡ"giosZro"gy伽ｃα"ｔｏ"e"siS

Table４ＮｕｍｂｅｒｏｆＡ・ｃａ７ｚｔｏ"e"sislarvaedetected

inZo"iroiaesαγ6oγe"ｓ（BareainHiroshima）

Ｎｏ． ＤａｔｅＮｏ、examinedLarvaeinsnails

148

211

191

l6Mar、

２Apr、

８Apr．

１
２
３

＋
＋

期幼虫と思われる幼虫を得たので,これらの幼虫をＷｉｓ

ｔａｒ系ラットに各々23,10隻宛，経口的に投与し，投与

後50日目に剖検したところ（Table５)，それぞれ，４匹

(雄３匹，雌１匹)，１匹（雌）の成虫が検出された．し

たがってコハクガイに寄生していた幼虫の一部は本線虫

の第Ⅲ期幼虫であることが確認された．

(４３）
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Table5RecovervofA．ｃα"Zo"e"s/sadultwormsfromexpermentallyinfectedratsロ

Adultwormrecoveredafter50daysＮｏ．ｏｆｒａｔｓｉｎｆｅｃｔｅｄｗｉｔｈ

ｔｈｅ３ｒｄ－ｓｔａｇｅlarvaeＥｘｐ・Ｎｏ．
Ｍａｌｅ Ｆｅｍａｌｅ Total

１
１

３
０

４
１

2３

１０

１
２

Table6SerologicalsurveyforAcα"ro"e"sｉｓｉｎｒａｔｓ

Ｎｏ．examinedPositiveforOuchterlonyPositiveforLE・Ｐ
Species Locality

MaleFemaleTotalMaleFemaleTotalMaleFemaleTotal

０
７
２
３

２
３
５
７

２
１

１
０
６
２

１

０
６
１
２

２
６
３
４

１
１

１
６
７
４

１

１
８
０
０

０
５
０
０

１
３
０
０

１

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

RaZZzJs
●

〃o7uegzc〃ｓ

1９９２８(59.6)＊９５１４(29.8)＊Total 3５１２４７

０
１
０

１
２
０

３
６
１

３
７
１

０
１
０

１
３
０

０
０
０

Ｂ
Ｃ
，

０
１
０

０
１
０

Ｒａｒｍｓ

γαtZZJS

1０１１１ ３１４(36.4)＊０１１（9.1)＊Total

4５１３５８ 2２１０３２(55.2)＊９６１５(25.9)＊Total

＊（％）：Positiveｒａｔｅ

最後に捕獲されたネズミのうち採血可能であったドブ

ネズミ47頭（雄35頭，雌12頭)，クマネズミ11頭（雄１０

頭，雌１頭）の計58頭についてOuchterlony法，及び
LEP､による血清学的検査を実施した．その結果Table

６に示すように，まずOuchterlony法では，Ａ地区でド

ブネズミ１頭（雄)，Ｂ地区ではドブネズミ１６頭（雄１０

頭，雌６頭)，クマネズミ１頭（雄)，Ｃ地区ではドブネ

ズミ７頭（雄６頭，雌１頭)，クマネズミ３頭（雄２頭，

雌１頭）及びＤ地区ではドブネズミ４頭（雄２頭，雌２

頭）の計32頭（55.2％）に本線虫成虫抗原との間に沈降

帯が認められ，これらのネズミのうち本成虫が検出され
たネズミは全てOuchterlony陽性であった．次にＬＥ・

Ｐ・の結果では，Ａ地区のドブネズミ１頭(雄),Ｂ地区の

ドブネズミ13頭(雄８頭,雌５頭)，及びＣ地区のクマネ

ズミ１頭（雌）の計15頭（25.9％）が陽性を示し，これ

らＩ､ＥＰ・陽性ネズミの全てに本線虫成虫の特異沈降帯

が認められたが，このうち６頭のネズミには本線虫は検

出されなかった．

考察

現在まで，本邦における広東住血線虫の疫学的調査は

NishimuraetaZ．（1964,1966)，国吉・西村（1965）に

よって沖繩諸島で実施されて以来，本土においても局地

的ではあるが調査が行なわれ，本士への侵襲を示す幾つ

かの報告がある．

今回，著者らは，中国地方における本線虫の侵入状況

を調査するため，内外から船舶が数多く接岸する広島港

湾地域に棲息するネズミについての感染状況を調査した

ところ，ハツカネズミを除いたドブネズミ及びクマネズ

ミ74頭のうち９頭（12.2％）に本成虫が検出され，船舶

が接岸する岸壁に最も近いＢ地区で８頭のネズミから本

成虫が検出され，接岸場所から遠ざかるにつれて罹患ネ

ズミは少なくなった．

次に併せて行ったネズミの血清学的調査では，Ouch

terlony法で55.2％（32/58)，ＬＥＰ・で25.9％（15/58）

の本線虫陽性ネズミが認められ，Ouchterlony陽性ネズ

ミのうち，本成虫が検出されなかったにもかかわらず沈

降帯が認められたことは，他の寄生蠕虫類との類属反応

(４４）
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調査を進めると共に，防疫対策にも力を注ぐ必要がある

と思われる．

一一一・一

黙

No.３６ Ｆ￣

まとめ

1980年２月から82年２月までの25ヶ月間に広島港湾地

域で捕獲したネズミ類の広東住血線虫感染状況と血清学

的調査及び中間宿主について検索を行い，以下の如き結

果が得られた．

１．捕獲したネズミは，ドブネズミ59頭，クマネズミ

15頭及びハツカネズミ３０頭の計104頭で，これらのネズ

ミのうちドブネズミ９頭に広東住血線虫の成虫が検出さ

れた．これらの罹患ネズミは，岸壁に最も近い地域に多

く見られた．

２．罹患したドブネズミ９頭より得られた成虫は虫体

の大きさ及び形態学的特徴から広東住血線虫の成虫と同

定された．

３ネズミの血清学的検査を58頭について行ったとこ

ろOuchterlony法で32頭（55.2％)，免疫電気泳動法１５

頭（25.9％）で本線虫が見出されたネズミは両検査共に

陽性であった．

４．本線虫が見出されたネズミでは，免疫電気泳動法

において，本線虫特異沈降帯が証明された．

５．本線虫が検出された地区において，中間宿主の検

索を行ったところ，コハクガイから第Ⅲ期幼虫が検出さ

れ，これらの幼虫をラットへ投入したところ，本線虫成

虫が回収出来た．
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が－部に表われたものと思われる．また，ＬＥＰ・の結果

と本成虫検査成績と比較すると，本成虫が検出されたネ
ズミは全て本成虫の特異沈降帯が証明された（Fig.２）．

このことは，特異沈降帯を証明することにより診断は

より確実になるという辻（1973）の報告と一致してい
る．

なお，特異沈降帯が証明されたにもかかわらず，本成

虫が検出されなかったネズミが６頭みられたが，これら

の寄生虫感染症におけるＬＥＰ、の沈降帯は，虫体死滅

後，陰転するまでには３ケ月から２年を要するという辻
(1979）の報告からも，これらのネズミが過去に本線虫
に感染していたという可能性は否定し得ない．以上の結
果から広東住血線虫の疫学的調査を行うにあたっては，

虫体の検査と共にOuchterlony法をスクリーニングの

方法として行い，更にはＬＥ・Ｐを実施することにより，
より一層本線虫の実態を把握することが出来るものと思

われる．

また，併せて行った中間宿主の検索でも，コハクガイ

から第Ⅲ期幼虫が検出されたこととネズミの行動範囲を

考えると，本線虫は，港湾地域を中心に定着しているも
のと推察されるが，当教室における血清診断では本線虫

感染が疑われる症例が隣県の島根県在住の患者から報告
されている（中原ら，1973）ことから，今後，更に疫学
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SURVEYS OF DETECTION AND SEROLOGICAL TESTS OF

A. CANTONENSIS IN RATS AT THE HARBOUR

SIDE AREA OF HIROSHIMA

Noriyasu TANAKA

{Hiroshima Quarantine Office)

Yuzuru IWANAGA and Moriyasu TSUJI

(Department of Parasitology, Hiroshima University

School of Medicine, Hiroshima)

Infections with A. cantonensis in rats were surveyed at the harbour side area of Hiroshima

for 25 months from Feburuary 1980. Sera these rats were examined by immuno-precipitin methods.

The results are as follows;

1. In total, 104 rats were trapped from harbour side areas, i.e, 59 R. norvegicus, 15 R.

rattus and 30 M. musculus. Among these rats, 9 R. norvegicus were parasitized with A. canto

nensis. 8 of these 9 parasitized rats were trapped in the very near place to the wharf.

2. Adult lung worms obtained from 9 R. norvegicus were identified as A. cantonensis by

their size and morphological characteristics.

3. In the serological tests of rats, Ouchterlony test and immunoelectrophoresis were perfor

med on the sera of 58 rats. The precipitating antibodies of A. cantonensis were observed in sera

from 32 out of 58 rats (55.2 %) by Ouchterlony test and from 15 out of 58 rats (25.9 %) by

immunoelectrophoresis. The positive results were obtained from all of rats infected with adult lung

worms.

4. The specific precipitation band for A. cantonensis in immunoelectrophoresis was demon

strated in all rats parasitized with adult lung worms.

5. In areas where A. cantonensis was detected, the third stage larvae were also found in

Zonitoides arboreus and were identified as those of A. cantonensis by experimental infections

with albino rats.
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